
平
成
二
十
六
年
度
政
府
予
算
案

が
昨
年
十
二
月
二
十
四
日
、
閣
議

決
定
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
文
部
科

学
省
の
「
私
立
高
等
学
校
等
経
常

費
助
成
費
等
補
助
」
は
過
去
最
高

額
の
一
千
四
十
億
円
（
対
前
年
度

比
十
八
億
円
、
一
・
八
％
増
）
と

な
っ
た
。
ま
た
、
本
連
合
会
が
強

力
に
そ
の
実
現
を
政
府
・
与
党
に

要
請
し
て
い
た
「
耐
震
改
築
補
助
」

制
度
の
創
設
が
認
め
ら
れ
た
。
予

算
額
は
六
十
億
円
。「
私
立
高
等
学

校
等
経
常
費
助
成
費
等
補
助
」
の

内
訳
は
、
一
般
補
助
が
八
百
九
十

九
億
円
、
特
別
補
助
が
百
四
十
一

億
円
。
一
般
補
助
で
は
生
徒
等
一

人
当
た
り
単
価
を
前
年
度
に
比
べ

小
・
中
・
高
校
で
〇
・
七
％
引
き

上
げ
た
。
特
別
補
助
で
は
教
育
の

国
際
化
の
推
進
や
教
育
相
談
体
制

の
整
備
を
図
る
取
り
組
み
、
学
校

安
全
を
推
進
す
る
取
り
組
み
（
防

災
教
育
）
を
一
層
強
化
、
過
疎
高

校
、
家
計
急
変
世
帯
等
の
授
業
料

減
免
へ
の
支
援
、
特
別
支
援
学
校

へ
の
支
援
等
を
行
う
。

私
立
学
校
の
施
設
・
設
備
等
整

備
関
係
補
助
の
総
額
は
八
十
七
億

円
。
う
ち
六
十
億
円
が
新
規
の「
私

立
学
校
施
設
の
耐
震
改
築
事
業
」。

こ
の
補
助
は
、
小
学
校
か
ら
大
学

ま
で
が
対
象
。
新
耐
震
設
計
基
準

の
施
行
（
昭
和
５６
年
６
月
１
日
）

以
前
に
建
築
さ
れ
た
校
舎
、
屋
内

運
動
場
、
寄
宿
舎
、
図
書
館
、
食

堂
、
福
利
厚
生
施
設
な
ど
、
主
に

児
童
生
徒
、
学
生
の
教
育
研
究
活

動
等
に
資
す
る
建
物
（
事
務
局
棟
、

病
院
施
設
は
対
象
外
）
で
あ
っ
て
、

①
耐
震
性
能
が
著
し
く
低
い
建
物

（
Ｉ
ｓ
値
０
・
３
未
満
）又
は
②
技

術
的
に
補
強
を
行
う
こ
と
が
困
難

な
建
物
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
が

著
し
く
低
い
、地
盤
が
軟
弱
、極
端

に
多
く
の
補
強
材
が
必
要
な
ど
）

が
対
象
。
補
助
率
は
高
校
等
が
三

分
の
一
以
内
。
来
年
度
か
ら
三
年

間
の
時
限
措
置
。
下
村
博
文
・
文

部
科
学
大
臣
は
、
私
立
高
校
等
を

所
管
す
る
都
道
府
県
知
事
に
書
簡

を
送
り
、
耐
震
化
の
早
期
完
了
を

目
指
し
て
一
層
積
極
的
な
政
策
展

開
を
要
請
し
た
。
今
後
、
地
方
自

治
体
の
支
援
策
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
は
、
大
学
等
の
研

究
装
置
や
高
校
等
の
Ｉ
Ｔ
教
育
設

備
整
備
推
進
事
業
等
に
対
す
る
補

助
だ
が
、
大
半
が
耐
震
改
築
補
助

に
回
さ
れ
た
た
め
、
平
成
二
十
五

年
度
補
正
予
算
案
で
必
要
な
予
算

を
確
保
し
た
。
そ
の
補
正
予
算
案

で
は
、
私
立
学
校
施
設
の
耐
震
化

推
進
事
業
（
耐
震
改
修
、
非
構
造

部
材
の
耐
震
対
策
、
備
蓄
倉
庫
等

防
災
安
全
機
能
強
化
）
に
小
学
校

か
ら
大
学
ま
で
で
３０
億
円
、
高
校

生
修
学
支
援
基
金
積
み
増
し
分
に

１
９
８
億
円
が
計
上
さ
れ
た
。

本
連
合
会
は
、
十
二
月
三
日
、

東
京
の
私
学
会
館
で
第
十
四
回
常

任
理
事
会
、
第
百
七
十
回
理
事
会

を
開
催
し
た
。
こ
の
中
で
平
成
二

十
六
・
二
十
七
年
度
会
長
候
補
者

選
衡
委
員
会
（
十
一
月
十
二
日
開

催
）
の
検
討
結
果
が
報
告
さ
れ
、

同
委
が
推
薦
し
た
吉
田
晋
現
会
長

は
会
則
上
、
会
長
任
期
の
通
算
三

期
六
年
の
限
度
規
程
に
抵
触
す
る

こ
と
か
ら
、
会
則
の
一
部
変
更（
会

則
第
八
条
・
第
四
項
の
削
除
）

が
、
常
任
理
事
会
、
理
事
会
で
決

定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
選
任
さ

れ
、
続
く
第
百
四
十
三
回
評
議
員

会
で
、
会
則
の
一
部
変
更
と
吉
田

会
長
の
再
任
が
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

自
由
民
主
党
、
公
明
党
の
与
党

は
十
二
月
十
二
日
、
平
成
二
十
六

年
度
税
制
改
正
大
綱
を
決
め
た
。

文
部
科
学
省
関
係
で
は
、
全
私
学

連
合
が
要
望
し
て
い
た
学
校
法
人

へ
の
個
人
寄
附
に
係
る
税
額
控
除

の
要
件
の
見
直
し
は
、
こ
れ
ま
で

の
制
度
拡
充
の
効
果
等
を
踏
ま
え

主
要
国
の
制
度
も
参
考
に
し
つ
つ

総
合
的
に
検
討
し
、
早
期
に
具
体

的
な
結
論
を
得
る
、
と
整
理
さ

れ
、
来
年
度
の
実
現
は
見
送
ら
れ

た
。
一
方
、認
め
ら
れ
た
も
の
は
、

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
制
度
の

見
直
し
に
係
る
所
要
の
措
置
。
こ

れ
は
、
制
度
見
直
し
後
も
同
支
援

金
の
非
課
税
措
置
、
差
し
押
さ
え

禁
止
措
置
を
継
続
す
る
も
の
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号

（
私
学
会
館
内
）
郵
便
番
号
一
〇
二
�
〇
〇
七
三

電
話

〇
三
（
三
二
六
二
）
二
八
二
八
・
一
六
一
五

購
読
料
は
一
年
で
三
千
円
（
会
費
に
含
め
て
徴
収
）

主主なな内内容容
私
学
振
興
全
国
大
会
を
開
催
…
…
２
・
３
面

予
算
関
連
表
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
面

全
国
生
徒
収
容
対
策
会
議
開
く
…
…
…
５
面

日
私
教
研
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

平
成
２６
年
度
政
府
予
算
案
が
決
定

過過去去最最高高のの１１，，００４４００億億円円にに
私立高等学校等経常費助成費等補助が前年度比１．８％増額

吉
田
晋
会
長
の
再
任
決
ま
る

与
党
が
税
制
改
正
大
綱
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満
額
達
成
に
力
添
え
を

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
会
長

吉
田

晋

耐
震
化
に
全
面
的
支
援
を

日
本
私
立
小
学
校
中
学
校

高
等
学
校
保
護
者
会
連
合
会
会
長

新
延

克
己

私
学
の
自
主
性

独
自
性

担
保
を

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
副
会
長

近
藤

彰
郎

要

請

本
連
合
会
は
十
二
月
三
日
、
日
本
私
立
小
学
校
連
合
会
と
日
本
私
立
小
学
校
中
学
校
高
等
学
校
保
護
者

会
連
合
会
と
と
も
に
、
都
内
の
東
京
都
日
比
谷
公
会
堂
に
私
学
の
保
護
者
や
校
長
ら
約
二
千
人
を
集
め
、

「
私
学
振
興
全
国
大
会
」
を
開
催
し
た
。教

育
改
革
は
子
供
た
ち
を
中
心

に
考
え
、
あ
ま
り
性
急
に
な
ら

ず
、
子
供
た
ち
の
た
め
に
何
が
良

い
か
検
討
し
て
ほ
し
い
。
私
立
学

校
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
教
育
な
ど

新
し
い
教
育
に
対
応
し
て
教
育
の

質
を
高
め
、
ま
た
施
設
の
耐
震

化
、
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
等
施
設
・

設
備
の
充
実
を
図
る
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
負
担
を
少
し
で
も
抑

え
ら
れ
る
よ
う
私
学
助
成
の
更
な

る
充
実
を
お
願
す
る
ほ
か
な
い
。

自
民
党
議
員
に
よ
り
制
定
さ
れ
た

私
立
学
校
振
興
助
成
法
は
、
成
立

か
ら
は
や
三
十
八
年
経
過
し
た

が
、
同
法
は
私
学
振
興
の
原
点

で
、
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。
同
法

の
目
的
に
込
め
ら
れ
た
熱
い
思
い

を
か
み
し
め
、
当
面
の
平
成
２６
年

度
私
学
助
成
予
算
概
算
要
求
の
満

額
達
成
に
向
け
て
国
会
議
員
の
先

生
方
の
一
層
の
お
力
添
え
を
お
願

い
し
た
い
。

私
た
ち
は
私
立
学
校
の
個
性
豊

か
な
充
実
し
た
教
育
に
魅
か
れ
、

子
供
た
ち
を
私
立
学
校
に
学
ば

せ
、
保
護
者
と
し
て
子
ど
も
た
ち

が
学
ぶ
環
境
が
少
し
で
も
良
く
な

る
よ
う
微
力
な
が
ら
学
校
を
支
援

し
て
い
る
。
保
護
者
の
負
担
す
る

教
育
費
の
公
私
間
格
差
の
さ
ら
な

る
是
正
、
新
し
い
教
育
へ
の
対
応

を
含
め
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
公
的
支
援
の
拡

充
強
化
の
実
現
と
並
ん
で
、
子
供

た
ち
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
私
立
学
校
施
設
の
耐
震
化

に
つ
い
て
は
、
国
公
立
学
校
と
同

様
に
国
の
全
面
的
な
支
援
の
充
実

を
お
願
い
し
た
い
。

文
部
科
学
大
臣

下
村

博
文
氏

今
年
は
高
校
無
償
化
見
直
し
法

案
が
す
で
に
成
立
し
た
。
同
じ
四

千
億
円
を
使
う
の
な
ら
公
私
間
格

差
是
正
の
た
め
の
改
善
、
低
所
得

者
へ
の
更
な
る
厚
い
手
立
て
を
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
来

年
四
月
の
新
高
校
一
年
生
か
ら
該

当
さ
せ
る
。
さ
ら
に
給
付
型
の
奨

学
金
も
創
設
す
る
。

ま
た
私
学
助
成
の
充
実
な
ど
国

が
し
っ
か
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
安
心
し
て
子
供
た

ち
が
希
望
す
る
私
立
学
校
に
通
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環
境

作
り
が
大
切
。
子
供
た
ち
に
は
公

私
を
問
わ
ず
、
同
じ
よ
う
に
チ
ャ

ン
ス
・
可
能
性
を
提
供
す
る
よ
う

な
教
育
に
力
を
い
れ
て
い
く
こ
と

を
約
束
し
た
い
。

環
境
大
臣

石
原

伸
晃
氏

学
校
施
設
の
耐
震
化
に
お
け
る

国
公
私
立
間
の
補
助
率
の
格
差
に

つ
い
て
は
是
正
が
必
要
。
ま
た
教

育
の
情
報
化
に
関
し
て
は
、
一
週

間
前
に
出
席
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
・

ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
９
で

は
す
べ
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
情

報
が
収
め
ら
れ
、
一
枚
の
書
類
も

な
か
っ
た
。
そ
れ
が
世
界
の
常

識
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
中
で
試
験

を
す
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
子
供
た
ち
の
教
育
で
は
新

し
い
媒
体
を
使
っ
て
勉
強
し
て
い

く
こ
と
も
非
常
に
重
要
だ
と
思

う
。
早
急
に
教
育
の
情
報
化
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
吉
田

先
生
を
中
心
に
全
私
学
が
一
丸
と

な
っ
て
子
供
さ
ん
の
た
め
に
夢
を

成
就
す
る
よ
う
頑
張
ろ
う
。

今
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
良
い

教
育
を
継
承
、
新
し
い
教
育
を
創

造
し
て
い
く
た
め
に
は
私
学
の
自

主
性
・
独
自
性
が
担
保
さ
れ
な
く

て
は
い
け
な
い
。

新
し
い
教
育
に
は
お
金
が
か
か

る
た
め
、
公
立
と
同
様
の
支
援
が

必
要
。
教
育
改
革
に
関
し
て
は
、

目
の
前
に
い
る
生
徒
の
教
育
に
力

を
注
ぎ
な
が
ら
新
し
い
教
育
も
探

求
し
て
い
る
。
改
革
は
あ
ま
り
拙

速
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。

私私
学学
振振
興興
全全
国国
大大
会会
をを
開開
催催

中

高

連

日

私

小

連

日
私
学
保
連

主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ
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保
護
者
の
願
い

閉
会
の
辞

決

議

採

択

自
由
民
主
党

政
務
調
査
会
会
長

高
市

早
苗
氏

今
終
了
し
た
、
自
由
民
主
党
の

政
調
会
で
は
平
成
二
十
五
年
度
補

正
予
算
案
に
は
項
目
と
し
て
私
立

学
校
の
耐
震
化
も
予
算
項
目
に
入

っ
て
い
る
。

私
立
学
校
振
興
助
成
法
は
昭
和

五
十
年
に
成
立
し
た
が
、
自
由
民

主
党
所
属
の
国
会
議
員
に
よ
る
立

法
で
、
こ
の
精
神
で
し
っ
か
り
私

学
振
興
を
図
っ
て
い
く
。
公
私
間

格
差
も
な
く
し
て
い
く
。
お
子
さ

ん
、
先
生
方
の
命
を
守
る
対
応
も

し
て
い
く
。
こ
れ
が
わ
が
党
の
強

い
決
意
。

今
や
っ
て
い
る
予
算
が
自
民
党

が
政
権
に
復
帰
し
て
以
降
の
初
め

て
の
本
格
的
な
予
算
。

先
生
方
と
関
係
の
皆
様
と
力
を

合
わ
せ
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
支

え
る
子
供
た
ち
を
育
て
上
げ
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

元
文
部
科
学
大
臣

河
村

建
夫
氏

私
学
の
先
生
の
一
番
の
強
み
は

子
供
と
き
ち
ん
と
向
き
合
っ
て
い

る
点
だ
と
思
う
。
公
立
学
校
で
は

先
生
が
ど
ん
ど
ん
か
わ
っ
て
い

く
。
小
学
校
で
は
一
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
担
任
が
変
わ
ら
な
い
と

い
う
私
学
も
あ
る
。

一
人
一
人
の
子
ど
も
と
し
っ
か

り
向
き
合
っ
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
私
学
教
育
が
日
本

の
教
育
を
支
え
て
い
る
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
日
本
は
経
済

の
再
生
と
同
時
に
教
育
再
生
も
し

て
い
く
。

親
子
三
代
、
幼
稚
園
か
ら
大
学

ま
で
入
れ
た
ら
私
学
に
お
世
話
に

な
ら
な
い
家
庭
は
な
い
だ
ろ
う
。

私
学
教
育
に
つ
い
て
は
、
し
っ

か
り
応
援
し
な
が
ら
、
日
本
の
教

育
全
体
が
緩
み
の
な
い
よ
う
に
し

た
い
。
自
由
民
主
党
の
国
会
議
員

は
皆
そ
う
い
う
思
い
で
頑
張
っ
て

い
る
。

保
護
者
の
代
表
、
山
本
紫
さ
ん

が
、
保
護
者
負
担
の
更
な
る
軽
減

等
を
求
め
た
「
保
護
者
の
願
い
」

を
読
み
上
げ
、
高
市
政
調
会
長
に

手
渡
し
た
。

最
後
に
日
本
私
立
小
学
校
連
合

会
の
矢
崎
昭
盛
会
長
が
閉
会
の
辞

で
、
国
会
議
員
に
要
望
の
実
現
を

改
め
て
要
請
。

ま
た
、
出
席
の
保
護
者
ら
に
向

け
、「
心
が
一
つ
に
な
っ
た
。
こ

の
力
は
大
変
大
き
い
。
次
の
動
き

と
な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

私
立
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等

学
校
は
、
建
学
の
精
神
の
も
と
、

時
代
の
進
展
と
社
会
の
要
請
に
応

じ
た
特
色
あ
る
教
育
を
積
極
的
に

展
開
し
、
公
教
育
の
発
展
に
寄
与

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
、
わ
が
国
は
、
日
本
再
生

の
大
き
な
柱
と
し
て
「
教
育
再

生
」
を
掲
げ
、
国
民
の
能
力
向
上

や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
強
化

を
目
指
し
て
お
り
、
公
教
育
の
一

翼
を
担
う
私
立
学
校
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
、
質
の
高
い
先
進
的
な
教
育

を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
立

学
校
が
そ
の
た
め
の
経
費
を
授
業

料
等
の
増
額
で
賄
う
こ
と
は
、
高

等
学
校
就
学
支
援
金
制
度
の
見
直

し
が
行
わ
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
れ
ば
現
実
的
に
は
難
し
く
、
さ

ら
に
、
消
費
増
税
や
学
校
施
設
の

耐
震
化
へ
の
対
応
等
も
加
わ
り
、

私
立
学
校
の
経
営
環
境
は
誠
に
厳

し
い
も
の
が
あ
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
私
立
学
校
に
対
す
る
公

的
な
財
政
支
援
は
、
国
公
立
学
校

に
比
べ
て
は
る
か
に
少
な
く
、
そ

の
格
差
是
正
に
は
、
学
校
設
置
者

や
学
校
種
、
学
校
所
在
地
、
居
住

地
な
ど
の
違
い
を
越
え
て
、
子
ど

も
た
ち
の
学
校
選
択
の
自
由
を
十

分
に
保
障
し
、
教
育
環
境
の
整
備

向
上
を
実
現
す
る
た
め
、
先
ず
は

国
が
一
層
の
責
任
を
負
う
べ
き
で

あ
り
ま
す
。

本
日
、
私
立
学
校
関
係
者
並
び

に
保
護
者
の
総
意
に
お
い
て
、
私

立
学
校
に
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
教

育
環
境
の
充
実
整
備
と
保
護
者
経

済
的
負
担
の
軽
減
の
た
め
、
下
記

の
事
項
に
つ
い
て
決
議
し
、
そ
の

速
や
か
な
実
現
を
期
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

記

一
、
東
日
本
大
震
災
等
か
ら
の

早
期
の
復
興
と
私
立
学
校
施

設
の
耐
震
化
の
早
期
の
実
現

に
必
要
な
支
援
策
の
拡
充
を

図
る
こ
と

一
、
私
立
学
校
振
興
助
成
法
の

目
的
に
基
づ
き
、
私
立
学
校

の
経
営
の
健
全
化
、
保
護
者

負
担
の
軽
減
及
び
教
育
諸
条

件
や
施
設
設
備
の
整
備
の
た

め
、
所
要
の
補
助
金
等
の
大

幅
な
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と

一
、
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金

制
度
の
見
直
し
を
通
じ
、
公

私
立
学
校
間
の
教
育
費
に
お

け
る
保
護
者
負
担
や
公
費
支

出
の
格
差
是
正
を
図
る
こ
と

平
成
２５
年
１２
月
３
日

私
学
振
興
全
国
大
会

来
賓
挨
拶

日
私
学
保
連
の
高
島
篤
副
会
長

が
山
谷
え
り
子
議
員
に
決
議
を

提
出
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私立高等学校等の経常費助成費等に対する補助

（１）本補助は、私立の高等学校、中等教育学校、中学校、小学校、幼稚園及び特別支援
学校（以下「私立高等学校等」という）の教育条件の維持向上及び修学上の経済的
負担の軽減等に資するため、都道府県が行う私立高等学校等の経常費助成等への支
援を行うものである。

（２）平成２６年度においては、一般補助の生徒等１人あたり単価を増額するとともに、第
２期教育振興基本計画などを踏まえた特色ある取組み（教育の国際化の推進、教育相
談体制の整備、学校安全の推進　等）を行う学校への支援を拡充。

（３）また、預かり保育や障害のある幼児の受け入れを行う私立幼稚園への支援を拡充。

平成２６年度予定額１０４,０４０,０００千円　
【平成２５年度予算額１０２,２１４,０００千円】

【内訳】
生徒等１人あたり単価

（円）金　額（百万円）
区　分

平成２５年度
予算

平成２６年度
予定

比較増
△減額

平成２５年度
予算額

平成２６年度
予定額

５３,３２９５３,７０２１,１９５４９,８４２５１,０３７高 等 学 校 （ ※ ）一

般

補

助

４６,４５６(前)
５３.３２９(後)

４６,７８１(前)
５３,７０２(後)△　４１４３８３９７中 等 教 育 学 校

（前：前期課程，後：後期課程）
４６,４５６４６,７８１△１３４１０,８８５１０,７５１中 学 校
４４,８４３４５,１５７△　１７３,３０６３,２８９小 学 校
２２,８００２３,００５△　５９２４,４７６２４,４１７幼 稚 園

一一９４４８８,９４７８９,８９１小　 計
一一３４０４,０２１４,３６１幼稚園 特別支援教育経費特

別

補

助

一一４７６６,０６５６,５４１教 育 改 革 推 進 特 別 経 費
６８,３３５６８,３３５△　１６２７４２５８過 疎 高 等 学 校 特 別 経 費

一一０２７６２７６授業料減免事業等支援特別経費
一一８００１０,６３６１１,４３６小　 計
一一１,７４４９９,５８３１０１,３２７計
一一８２２,６３１２,７１３特 定 教 育 方 法 支 援 事 業
一一８２２,６３１２,７１３計
一一１,８２６１０２,２１４１０４,０４０合　 計

※高等学校には広域以外の通信制課程を含む。また、単価については全日制・定時制の単価であ
る。

（単位：百万円）【予算額の推移】
２６年度
（予定額）２５年度２４年度２３年度２２年度区　 分

１０４,０４０１０２,２１４１００,５３８１００,２３０９９,８５０予 算 額
１,８２６
(１.７９％)

１,６７６
(１.６７％)

３０８
(０.３％)

３８０
(０.４％)

△４,０００
(△３.９％)対 前 年 度 増 減 額 （ 率 ）

本
連
合
会
は
十
二
月
三
日
、
第

十
四
回
常
任
理
事
会
と
第
百
七
十

回
理
事
会
を
東
京
・
市
ヶ
谷
の
私

学
会
館
で
開
い
た
。

こ
の
日
は
山
梨
県
の
私
立
中
学

高
校
連
合
会
長
の
退
任
に
伴
う
一

部
役
員
の
異
動
が
報
告
さ
れ
た
ほ

か
、
十
一
月
十
二
日
に
開
か
れ
た

本
連
合
会
の
平
成
二
十
六
・
二
十

七
年
度
会
長
の
選
衡
委
員
会
の
審

議
結
果
に
つ
い
て
近
藤
彰
郎
委
員

長
（
東
京
私
立
中
学
高
等
学
校
協

会
長
）
が
説
明
を
行
っ
た
。
近
藤

委
員
長
は
、
同
委
で
は
満
場
一
致

で
吉
田
晋
会
長
に
引
き
続
き
会
長

と
し
て
連
合
会
を
支
え
て
ほ
し
い

と
要
請
す
る
と
の
結
論
に
至
っ
た

こ
と
、
吉
田
会
長
は
在
任
中
に
起

こ
っ
た
二
度
の
政
権
交
代
に
も
見

事
に
対
応
し
、
文
部
科
学
省
と
の

関
係
も
改
善
し
た
こ
と
な
ど
が
推

薦
理
由
だ
と
説
明
し
た
。
会
長
選

衡
委
員
会
の
こ
う
し
た
結
論
を
受

け
て
、
会
長
は
三
期
六
年
ま
で
と

い
う
会
則
上
の
規
定
を
削
除
す
る

こ
と
が
提
案
、
承
認
さ
れ
た
。
そ

れ
を
受
け
て
吉
田
会
長
の
再
任
が

提
案
、
こ
ち
ら
も
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。
昼
食
を
挟
ん
で
理
事

・
監
事
・
評
議
員
・
事
務
局
長
会

議
が
開
か
れ
、
冒
頭
の
評
議
員
会

で
は
、
会
長
選
衡
委
員
会
、
理
事

会
等
の
審
議
の
経
緯
が
福
島
事
務

局
長
か
ら
報
告
さ
れ
、
満
場
一
致

で
会
則
の
変
更
、
吉
田
会
長
再
任

が
承
認
さ
れ
た
。
会
長
に
再
任
さ

れ
た
吉
田
会
長
は
、「
私
立
中
高

の
振
興
、
私
学
の
振
興
に
向
け
少

し
で
も
良
い
教
育
環
境
を
実
現
す

る
よ
う
努
力
し
て
い
く
所
存
」
と

語
っ
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
十
六

年
度
政
府
予
算
案
編
成
の
進
捗
状

況
や
、
会
議
終
了
後
に
開
催
す
る

「
私
学
振
興
全
国
大
会
」
の
運

営
、
私
立
学
校
の
中
高
一
貫
へ
の

移
行
に
つ
い
て
や
、
出
張
入
試
に

係
る
申
し
合
わ
せ
の
再
確
認
が
行

わ
れ
た
。

就
学
支
援
金
、最
高
で
年
約
３０
万
円
に

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
見
直
さ

れ
る
「
高
等
学
校
等
就
学
支
援

金
」
に
つ
い
て
は
文
部
科
学
省
の

平
成
二
十
六
年
度
予
算
案
で
は
三

千
八
百
七
十
六
億
四
千

三
百
万
円
が
計
上
さ
れ

た
。
前
年
度
比
約
七
十

四
億
円
の
減
。
支
給
額

は
国
公
私
立
共
通
で
年

額
十
一
万
八
千
八
百
円

が
基
準
。
年
収
九
百
十

万
円
以
上
程
度
の
家
庭

の
生
徒
等
に
は
支
給
し

な
い
、
と
い
う
所
得
制

限
が
初
め
て
導
入
さ
れ

る
。私

立
高
校
の
生
徒
等

に
つ
い
て
は
、
年
収
二

百
五
十
万
円
未
満
程
度

な
ら
十
七
万
八
千
二
百

円
を
加
算
、
年
収
二
百
五
十
～
三

百
五
十
万
円
未
満
程
度
は
十
一
万

八
千
八
百
円
を
加
算
、
年
収
三
百

五
十
～
五
百
九
十
万
円
未
満
程
度

で
は
五
万
九
千
四
百
円
を
加
算
す

る
。
そ
の
結
果
、
年
収
五
百
九
十

万
円
ま
で
の
低
・
中
所
得
層
に
と

っ
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
手
厚
い
支

援
と
な
る
。
こ
の
ほ
か
、
新
規
に

海
外
の
日
本
人
高
校
生
へ
の
修
学

支
援
、
学
び
直
し
へ
の
支
援
、
家

計
急
変
世
帯
へ
の
支
援
を
行
う
。

こ
の
関
係
の
予
算
額
は
合
計
で
八

億
二
千
五
百
万
円
。

ま
た
、
高
校
等
就
学
支
援
金
に

所
得
制
限
を
導
入
し
た
こ
と
で
奨

学
の
た
め
の
給
付
金
も
創
設
さ
れ

た
。
予
算
額
は
二
十
八
億
四
百
万

円
。
低
所
得
世
帯
の
高
校
生
等
の

教
育
費
負
担
を
軽
減
す
る
も
の

で
、
都
道
府
県
に
対
す
る
補
助
制

度
。
補
助
率
は
三
分
の
一
。

支
給
額
は
家
庭
の
状
況
に
よ
っ

て
三
万
二
千
三
百
円
～
十
三
万
八

千
円
ま
で
六
つ
タ
イ
プ
が
あ
る
。

詳
細
は
別
表
の
通
り
。

理
事
会
、評
議
員
会
等
を
開
催

吉
田
晋
会
長
の
再
任
決
定

◆奨学のための給付金 （２，８０４百万円）
低所得世帯の高校生等の教育費負担を軽減するため、奨学のための給

付金を創設し、都道府県に対して所要額を補助する。〔補助率１／３〕

【生活保護受給世帯】
・国公立の高校生等………………………………………………３２，３００円
・私立の高校生等…………………………………………………５２，６００円
【第１子の高校生等がいる世帯】
・国公立の高校生等………………………………………………３７，４００円
・私立の高校生等…………………………………………………３８，０００円
【２３歳未満の被扶養者がいる世帯で第２子以降の高校生等がいる世帯】
・国公立の高校生等 ……………………………………………１２９，７００円
・私立の高校生等 ………………………………………………１３８，０００円
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本
連
合
会
の
第
十
三
回
常
任
理

事
会
が
十
一
月
十
二
日
、
東
京
・

市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
開
か
れ

た
。
こ
の
日
の
主
要
議
題
は
、
平

成
二
十
六
年
度
私
学
関
係
政
府
予

算
対
策
。
こ
の
中
で
平
成
二
十
六

年
度
私
学
関
係
政
府
予
算
に
対
す

る
本
連
合
会
の
要
望
案
、
全
私
学

連
合
と
し
て
既
に
決
定
し
た
平
成

二
十
六
年
度
税
制
改
正
要
望
の
概

要
が
福
島
康
志
事
務
局
長
か
ら
説

明
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

予
算
要
望
事
項
は
、
①
私
立
高

等
学
校
等
の
経
常
費
助
成
費
等
に

対
す
る
補
助
の
拡
充
強
化
、
②
私

立
高
等
学
校
等
施
設
の
耐
震
化
支

援
の
拡
充
強
化
、
③
高
等
学
校
等

就
学
支
援
金
制
度
の
見
直
し
、
④

私
立
高
校
等
施
設
設
備
及
び
情
報

通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
環
境
の
整

備
の
充
実
、
⑤
私
立
学
校
教
員
の

資
質
能
力
向
上
等
の
た
め
の
補
助

金
の
拡
充
強
化
、
⑥
被
災
私
立
学

校
・
生
徒
等
へ
の
支
援
の
拡
充
の

六
点
。

税
制
改
正
要
望
は
個
人
か
ら
の

寄
附
に
か
か
る
税
額
控
除
の
対
象

と
な
る
た
め
の
要
件
の
撤
廃
や
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
に
対
す
る
特

例
措
置
の
創
設
等
。

こ
の
う
ち
税
額
控
除
の
対
象
と

な
る
た
め
の
要
件
に
つ
い
て
は
、

高
校
等
の
小
規
模
な
法
人
で
は
要

件
を
満
た
す
の
は
現
実
的
に
難
し

く
、
元
々
、
学
校
法
人
の
公
共
性

が
認
め
ら
れ
な
い
の
は
お
か
し
い

こ
と
が
説
明
さ
れ
、
ま
た
、
十
二

月
三
日
に
開
催
す
る
予
定
の
私
学

振
興
全
国
大
会
に
つ
い
て
は
、
自

民
党
の
文
教
関
係
の
国
会
議
員
を

招
待
し
、
議
員
の
到
着
に
合
わ
せ

式
の
運
営
は
臨
機
応
変
に
行
う
と

福
島
事
務
局
長
が
説
明
し
た
。

部
会
・
委
員
会
報
告
で
は
、
教

育
再
生
実
行
会
議
が
十
月
三
十
一

日
に
達
成
度
テ
ス
ト
の
創
設
等
を

求
め
た
第
四
次
提
言
を
公
表
し
た

こ
と
、
大
阪
市
等
で
進
め
ら
れ
て

い
る
国
家
戦
略
特
区
制
度
を
活
用

し
た
公
設
民
営
学
校
の
動
向
等
が

報
告
さ
れ
た
。

ほ
か
に
文
科
省
の
矢
野
和
彦
・

私
学
助
成
課
長
が
平
成
二
十
五
年

度
私
立
学
校
施
設
整
備
費
補
助
金

が
第
二
次
募
集
中
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
機
会
を
捉
え
て
応
募
さ

れ
る
よ
う
説
明
、
要
請
し
た
。

本
連
合
会
は
、
十
一
月
二
十

日
、
東
京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館

で
「
平
成
二
十
五
年
度
全
国
生
徒

収
容
対
策
会
議
」
を
開
催
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
各
都
道
府
県
の
私

立
中
学
高
校
協
会
と
教
育
委
員
会

が
、
中
学
校
卒
業
予
定
者
の
受
け

入
れ
等
を
話
し
合
う
「
公
私
立
高

等
学
校
協
議
会
」（
以
下
、
公
私

協
）
の
私
学
側
委

員
が
集
ま
り
、
公

私
協
の
開
催
状
況

や
課
題
等
に
つ
い

て
情
報
交
換
、
協
議
す
る
場
。

出
生
率
の
低
下
か
ら
、
中
学
校

卒
業
者
数
は
二
十
年
以
上
減
少
傾

向
を
続
け
て
お
り
、
生
徒
数
の
確

保
が
私
立
高
校
は
も
と
よ
り
公
立

高
校
（
教
育
委
員
会
）
の
最
大
の

関
心
事
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し

た
状
況
の
中
で
、
今
年
は
、
各
地

区
を
代
表
し
て
秋
田
県
、
栃
木

県
、
愛
知
県
、
兵
庫
県
、
岡
山
県
、

鹿
児
島
県
の
私
立
中
学
高
校
協
会

長
ら
が
、
公
私
協
で
の
協
議
状
況

等
を
報
告
し
た
。
中
学
校
卒
業
者

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
公
私

間
で
受
け
入
れ
分
担
比
率
を
決
め

て
い
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
。
し

か
し
比
率
の
取
り
決
め
で
は
、
中

卒
者
総
数
が
年
々
減
少
し
て
い
る

た
め
自
動
的
に
私
立
高
校
の
分
担

数
も
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
た
め
比
率
で
は
な
く
、
経
営
が

成
り
立
つ
絶
対
数
の
確
保
の
重
要

性
が
指
摘
さ
れ
た
ほ
か
、
教
育
委

員
会
の
「
設
定
（
計
画
）
進
学
率
」

が
実
態
よ
り
も
高
目
に
設
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、「
公
立
高
校
に
有

利
」「
私
立
高
校
側
に
定
員
割
れ

が
生
じ
る
」
と
い
っ
た
意
見
や
、

し
か
し
教
育
委
員
会
が
定
め
た
計

画
進
学
率
も
、
広
域
通
信
制
高
校

の
い
わ
ゆ
る
サ
ポ
ー
ト
校
に
行
く

生
徒
が
い
る
た
め
達
成
で
き
て
い

な
い
と
い
っ
た
報
告
が
聞
か
れ

た
。ま

た
、
高
校
に
進
学
す
る
よ
う

中
学
生
段
階
で
学
習
意
欲
を
高
め

る
取
り
組
み
に
つ

い
て
中
学
校
教
員

と
協
議
を
続
け
て

い
る
、
と
の
報
告

も
聞
か
れ
た
。

さ
ら
に
公
立
高
校
の
二
次
募
集

で
私
立
高
校
の
合
格
者
に
も
受
験

を
認
め
て
い
る
た
め
、
私
立
高
校

で
は
入
学
辞
退
者
が
生
じ
、
な
か

な
か
学
級
編
成
が
で
き
な
い
こ

と
、
政
府
が
進
め
つ
つ
あ
る
国
家

戦
略
特
区
で
は
公
設
民
営
方
式
で

全
日
制
の
普
通
科
公
立
高
校
の
設

置
も
可
能
と
な
る
こ
と
や
、
新
た

な
方
法
で
生
徒
募
集
を
準
備
し
て

い
る
公
立
中
高
一
貫
校
（
全
寮

制
）
等
が
報
告
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
各
地
区
か
ら
の
報
告

に
先
だ
ち
本
連
合
会
が
毎
年
、
刊

行
し
て
い
る
『
公
私
立
高
等
学
校

協
議
会
に
関
す
る
諸
問
題
の
調
査

報
告
』
の
中
間
報
告
が
行
わ
れ

た
。
中
間
報
告
は
補
完
し
た
後
、

平
成
二
十
六
年
二
月
に
報
告
書
と

し
て
印
刷
し
、
関
係
方
面
に
配
布

す
る
予
定
に
し
て
い
る
。

平
成
２６
年
度
私
学
関
係
政
府
予
算
対
策
等

協

議

�
�
�
�
第
１３
回
常
任
理
事
会
を
開
催

平
成
２５
年
度
全
国
生
徒
収
容
対
策
会
議
開
催

６
県
が
公
私
協
の
協
議
状
況
等
報
告

公
私
協
に
関
す
る
諸
問
題
の
中
間
報
告
も

会議の冒頭、あいさつする吉田会長

１１月２０日の全国生徒収容対策会議

第１２２３号（第三種郵便物認可）私 学 時 報平成２５年１２月３１日（５）



政
府
の
「
教
育
再
生
実
行
会

議
」
の
第
四
次
提
言
を
受
け
て
、

「
達
成
度
テ
ス
ト
」
に
つ
い
て
の

審
議
が
中
央
教
育
審
議
会
の
高
等

学
校
教
育
部
会
と
高
大
接
続
特
別

部
会
で
始
ま
っ
た
。
十
一
月
六
日

の
高
等
学
校
教
育
部
会
で
は
高
橋

道
和
・
同
会
議
担
当
室
長
が
提
言

の
概
要
を
説
明
、
そ
の
後
、
文
部

科
学
省
が
論
点
を
説
明
し
た
。
委

員
の
意
見
交
換
で
は
、
高
校
の
類

型
化
に
疑
問
の
声
が
上
が
り
、
小

川
正
人
部
会
長
も
「
高
校
の
類
型

化
に
つ
い
て
は
か
な
り
慎
重
に
扱

っ
た
」
と
語
っ
た
が
、
同
会
議
で

は
中
教
審
の
詳
細
な
議
論
を
踏
ま

え
て
の
も
の
で
は
な
い
と
高
橋
室

長
は
説
明
し
た
。
ま
た
「
達
成
度

テ
ス
ト
が
大
学
入
試
（
Ａ
Ｏ
や
推

薦
入
試
）
に
活
用
さ
れ
る
の
な

ら
、
試
験
の
監
督
、
問
題
の
管
理

は
厳
格
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
、
高

校
で
そ
う
し
た
対
応
を
行
う
の
は

無
理
」「（
達
成
度
テ
ス
ト
は
）
小

・
中
学
校
の
学
力
テ
ス
ト
の
Ｂ
問

題
を
中
心
に
し
て
い
け
ば
、
生
徒

は
特
に
受
験
準
備
は
必
要
な
く
、

高
校
側
の
負
担
感
は
薄
れ
る
だ
ろ

う
」
と
い
う
意
見
も
聞
か
れ
た
。

小
川
部
会
長
は
、
達
成
度
テ
ス
ト

の
詳
細
は
別
の
会
議
で
検
討
す
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
今
年
度

内
に
審
議
の
一
定
の
ま
と
め
を
す

る
予
定
。
十
二
月
九
日
の
高
等
学

校
教
育
部
会
で
は
、
高
校
教
育
の

質
確
保
・
向
上
に
つ
い
て
議
論
し
、

審
議
の
ポ
イ
ン
ト
案
、
学
習
成
果

や
教
育
活
動
の
把
握
・
検
証
に
係

る
論
点
案
が
示
さ
れ
、
議
論
と
な

っ
た
。
東
京
工
業
大
学
大
学
院
社

会
理
工
学
研
究
科
の
前
川
眞
一
教

授
が
テ
ス
ト
理
論
を
解
説
し
た
。

一
方
、
十
一
月
八
日
の
高
大
接

続
特
別
部
会
で
は
、
委
員
か
ら「
達

成
度
テ
ス
ト
を
受
け
な
い
と
大
学

に
願
書
を
出
せ
な
い
の
か
」「
複

数
回
実
施
は
必
須
な
の
か
」「
基

礎
レ
ベ
ル
の
テ
ス
ト
の
規
模
は
ど

の
程
度
か
」「
二
つ
の
テ
ス
ト
の

ど
ち
ら
を
受
験
す
る
か
、
あ
る
い

は
両
方
を
受
け
る
の
か
、
個
人
で

選
べ
る
の
か
、
学
校
の
選
択
か
」

な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

十
二
月
十
二
日
に
は
高
大
接
続

特
別
部
会
と
高
等
学
校
教
育
部
会

の
合
同
会
議
が
初
め
て
開
か
れ

た
。
論
点
は
、「
高
等
学
校
か
ら

大
学
ま
で
を
通
じ
て
育
成
す
べ
き

力
と
は
何
か
」「
高
校
教
育
か
ら

大
学
教
育
へ
の
円
滑
な
移
行
な
ど

高
大
接
続
の
在
り
方
」「
達
成
度

テ
ス
ト
（
仮
称
）
な
ど
生
徒
の
多

様
な
資
質
・
能
力
の
評
価
の
在
り

方
」
の
三
点
。
委
員
か
ら
は
高
校

教
育
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
求
め

る
意
見
が
複
数
挙
が
っ
た
。

秋
の
叙
勲

�
川
元
理
事
長
ら
受
章

政
府
は
十
一
月
三
日
付
で
、
平

成
二
十
五
年
秋
の
叙
勲
お
よ
び
褒

章
を
発
令
し
た
。
私
立
中
学
高
校

関
係
の
受
章
者
は
次
の
各
氏
。

【
叙
勲
】

（
旭
日
中
綬
章
）

▽
�
川
攵
豪
・
元
智
香
寺
学
園

（
正
智
深
谷
高
校
）
理
事
長
▽
松

澤
員
子
・
元
神
戸
女
学
院
（
神
戸

女
学
院
中
学
部
・
高
等
学
部
）
理

事
長

（
旭
日
小
綬
章
）

▽
荒
木
元
子
・
菊
池
女
子
学
園

（
菊
池
女
子
高
校
）
理
事
長
▽
真

部
卓
一
・
香
川
県
明
善
学
園
（
英

明
高
校
）
理
事
長

「
公
立
高
等
学
校
に
係
る
授
業

料
の
不
徴
収
及
び
高
等
学
校
等
就

学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
に

つ
い
て
、
十
一
月
八
日
の
衆
議
院

の
文
部
科
学
委
員
会
で
参
考
人
か

ら
の
意
見
聴
取
が
行
わ
れ
、
本
連

合
会
の
吉
田
晋
会
長
ら
が
意
見
を

述
べ
た
。
こ
の
中
で
吉
田
会
長
は
、

「
子
供
た
ち
の
学
校
選
択
肢
が
広

が
る
の
は
大
変
あ
り
が
た
い
こ

と
、
可
能
な
限
り
早
期
に
実
現

を
」
と
要
請
、
ま
た
、
就
学
支
援

金
に
関
し
て
は
、「
都
道
府
県
の
加

算
分
に
大
き
な
格
差
が
生
じ
て
い

る
。
国
の
加
算
に
よ
り
都
道
府
県

の
加
算
分
の
是
正
に
期
待
し
て
い

る
」と
語
っ
た
。た
だ
し
極
め
て
デ

リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
る
所
得
の

確
認
作
業
は
学
校
現
場
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
と
し
て
、
例
え
ば
地
方

自
治
体
の
外
郭
団
体
の
活
用
等
を

要
請
し
た
。
同
法
案
は
そ
の
後
、

十
一
月
二
十
七
日
、
参
議
院
の
本

会
議
で
可
決
、
成
立
し
た
。
衆
参

両
院
の
委
員
会
で
は
生
徒
等
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
等
を
求
め
る
附

帯
決
議
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

全
私
定
協
が
研
究
協
議
会

定
時
制
の
実
践
等
を
報
告

全
国
私
立
高
等
学
校
定
時
制
連

絡
協
議
会
（
柴
原
聖
嗣
会
長
）
は

十
一
月
十
九
日
、
第
六
十
八
回
研

究
協
議
会
を
東
京
・
市
ヶ
谷
の
私

学
会
館
で
開
催
し
た
。
初
め
に
駿

台
学
園
高
校
の
芝
池
龍
蔵
主
事
が

「
本
校
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し

国
際
教
育
や
天
文
講
座
な
ど
同
校

の
特
色
を
紹
介
、
定
時
制
課
程
に

つ
い
て
の
課
題
は
生
徒
の
減
少
だ

と
説
明
し
た
。
そ
の
後
、
文
部
科

学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
制
度

改
革
室
か
ら
最
近
の
教
育
改
革
の

動
向
が
、
同
省
高
等
教
育
局
私
学

部
私
学
助
成
課
か
ら
平
成
二
十
六

年
度
私
学
関
係
概
算
要
求
等
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

全
国
定
時
制
通
信
制
高
等
学
校
長

会
と
全
国
高
等
学
校
定
通
教
育
振

興
会
か
ら
定
通
教
育
の
中
央
情
勢

が
、
さ
ら
に
本
連
合
会
の
福
島
康

志
事
務
局
長
か
ら
私
学
を
取
り
巻

く
最
新
情
勢
が
報
告
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
国
会
議
員
ら
を
招
い
て
教

育
懇
談
会
が
開
か
れ
た
。

教
育
再
生
実
行
会
議
第
４
次
提
言
を
受
け

中
教
審

部
会
で

達
成
度
テ
ス
ト
等
の
審
議
開
始

吉
田
会
長
、衆
院
文
部
科
学

委
で
意
見
表
明
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各
地
で
私
学
振
興
大
会
�
�
宮
城
、
愛
媛
、
長
崎

宮 城

�
自
由
に
学
校
を
選
べ
る

状
況
、
着
実
に
実
現
を
�

愛 媛

副
知
事
が
公
私
間
格
差

の
是
正
へ
の
努
力
表
明

長 崎

公
教
育
一
翼
担
う
私
学

発
展
へ
努
力
、知
事
表
明

宮
城
県
私
立
中
学
高
等
学
校
連

合
会
（
松
良
千
廣
会
長
）
と
宮
城

県
私
立
小
中
高
等
学
校
保
護
者
会

連
合
会
は
十
月
二
十
八
日
、
仙
台

市
の
電
力
ホ
ー
ル
で
、
保
護
者
ら

約
千
人
を
集
め
第
三
十
六
回
「
宮

城
県
私
学
振
興
大
会
」
を
開
催
し

た
。
主
催
者
と
し
て
挨
拶
し
た
松

良
会
長
は
、「
な
ぜ
、
教
育
界
だ

け
が
官
民
格
差
が
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。
子
供
た
ち
が
経
済

的
事
情
を
考
え
ず
に
自
由
に
学
校

を
選
べ
る
状
況
に
毎
年
一
歩
ず
つ

近
づ
け
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
議

員
や
行
政
に
理
解
を
求
め
た
。
来

賓
の
三
浦
秀
一
副
知
事
は
「
私
立

学
校
振
興
に
資
す
る
よ
う
努
力
す

る
」
と
述
べ
た
。
大
会
で
は
授
業

料
減
免
制
度
拡
充
促
進
な
ど
６
項

目
の
決
議
を
採
択
し
た
。

愛
媛
県
私
立
中
学
高
等
学
校
連

合
会
（
中
村
道
郎
会
長
）
と
、
愛

媛
県
私
立
中
学
高
等
学
校
保
護
者

会
連
合
会
は
十
月
十
二
日
、
松
山

市
の
国
際
ホ
テ
ル
松
山
で
、
第
二

回
の
「
愛
媛
県
私
学
振
興
大
会
」

を
開
催
し
た
。
会
場
に
は
私
立
学

校
の
保
護
者
や
教
職
員
ら
約
四
百

人
が
集
ま
っ
た
。

こ
の
中
で
中
村
会
長
は
私
立
学

校
の
厳
し
い
現
状
を
報
告
し
た
上

で
、
教
育
費
の
公
私
間
格
差
是
正

と
経
常
費
補
助
の
維
持
・
充
実
を

要
請
し
た
。
一
方
、
来
賓
の
長
谷

川
淳
二
副
知
事
は
、「
私
学
経
営

の
安
定
と
教
育
費
の
公
私
間
格
差

の
是
正
に
向
け
て
努
力
す
る
」
考

え
を
表
明
し
た
。

ま
た
、
同
保
護
者
会
連
合
会
代

表
の
小
野
幸
代
さ
ん
が
、
私
学
に

対
す
る
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金

が
増
額
さ
れ
る
こ
と
、
学
校
選
択

の
自
由
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
教

育
費
に
対
す
る
一
層
の
補
助
等
を

柱
と
す
る
「
保
護
者
の
願
い
」
を

読
み
上
げ
、
国
と
県
に
そ
の
実
現

を
訴
え
た
。

「
第
九
回
長
崎
県
私
学
振
興
大

会
」
が
十
月
十
八
日
、
長
崎
市
の

ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
約
二
千
人
の

保
護
者
ら
を
集
め
開
か
れ
た
。
長

崎
県
私
立
中
学
高
等
学
校
協
会

（
小
田
信
彦
会
長
）
等
で
組
織
す

る
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た
。

こ
の
中
で
小
田
会
長
は
教
育
費

の
公
私
間
格
差
是
正
等
を
要
請
。

中
村
法
道
知
事
は
「
公
教
育
の
大

き
な
一
翼
を
担
っ
て
い
る
私
学
の

発
展
の
た
め
に
、
積
極
的
に
施
策

を
展
開
し
て
い
く
」
と
し
、
中
山

功
県
議
会
副
議
長
は
「
私
学
振
興

の
た
め
各
種
施
策
に
積
極
的
に
取

り
組
む
」と
述
べ
た
。
大
会
で
は
、

「
教
育
施
設
の
耐
震
化
に
か
か
わ

る
補
助
の
拡
充
強
化
」
な
ど
の
実

現
を
求
め
る
決
議
を
採
択
し
た
。

ア
フ
ラ
ッ
ク
が
ん
遺
児
奨
学
基
金
が
奨
学
生
を
公
募

ア
フ
ラ
ッ
ク
（
ア
メ
リ
カ
ン
フ

ァ
ミ
リ
ー
生
命
保
険
会
社
）
が
ア

フ
ラ
ッ
ク
全
国
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
会

（
同
社
代
理
店
会
）
と
共
同
で
設

立
し
た
「
公
益
信
託
ア
フ
ラ
ッ
ク

が
ん
遺
児
奨
学
基
金
」（
受
託
者

株
式
会
社
り
そ
な
銀
行
）
は
、
平

成
二
十
六
年
度
（
二
〇
一
四
年

度
）
奨
学
生
を
公
募
し
て
い
る
。

こ
の
公
益
信
託
は
主
た
る
生
計
維

持
者
を
が
ん
で
亡
く
し
、
経
済
的

理
由
か
ら
就
学
の
機
会
が
狭
め
ら

れ
て
い
る
高
校
生
等
を
対
象
に
奨

学
金
を
給
付
し
、
社
会
に
有
用
な

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

事
業
資
金
は
、
同
社
と
全
国
ア

ソ
シ
エ
イ
ツ
会
が
共
同
で
出
捐
し

た
信
託
財
産
か
ら
生
ず
る
収
益
金

な
ら
び
に
毎
年
の
追
加
信
託
お
よ

び
寄
付
金
に
よ
っ
て
運
営
し
て
い

る
。
同
奨
学
基
金
の
奨
学
生
募
集

概
要
は
次
の
通
り
。

◇

▽
給
付
対
象

が
ん
で
主
た
る
生
計
維
持
者
を

失
っ
た
高
校
生
、
特
別
支
援
学
校

の
高
等
部
の
生
徒
、
中
等
教
育
学

校
の
後
期
課
程
の
生
徒
、
専
修
学

校
の
高
等
課
程
（
一
部
対
象
外
）

の
生
徒
で
平
成
二
十
六
年
四
月
に

在
学
中
の
者
、
も
し
く
は
入
学
希

望
者
。

▽
募
集
人
員

一
二
〇
名
程
度

（
一
年
生

六
〇
名
、
二
年
生

三
〇
名
、
三
年
生

三
〇
名
）

▽
奨
学
金
額

月
額
二
万
五
千
円
（
返
還
不
要
）

▽
給
付
期
間

正
規
の
最
短
修
業
期
間
内

▽
給
付
方
法

毎
年
四
期
に
分
け
て
給
付

▽
応
募
手
続
き
（
必
要
書
類
）

〔
応
募
時
〕

・
願
書

・
現
在
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の

所
得
証
明
書
ま
た
は
非
課
税
証

明
書

・
在
学
学
校
長
の
推
薦
書
（
新
入

生
は
中
学
校
長
の
推
薦
書
）

・
直
近
の
学
業
成
績
通
知
票
の
写

〔
内
定
時
〕

・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

・
主
た
る
生
計
維
持
者
だ
っ
た
方

の
死
亡
診
断
書
ま
た
は
死
亡
届

書
の
記
載
事
項
証
明
書

・
在
学
証
明
書

▽
申
込
期
限

平
成
二
十
六
年
二
月
末
日
必
着

▽
奨
学
生
の
内
定

公
益
信
託
ア
フ
ラ
ッ
ク
が
ん
遺

児
奨
学
基
金
の
運
営
委
員
会
で
選

考
の
う
え
、
受
託
者
が
本
人
に
通

知
し
ま
す
。

▽
申
込
先
（
問
い
合
わ
せ
先
）

〒
一
三
五
�
八
五
八
一

東
京

都
江
東
区
木
場
一
�
五
�
六
五

深
川
ギ
ャ
ザ
リ
ア

Ｗ
２
棟

り
そ
な
銀
行

信
託
サ
ポ
ー
ト
オ

フ
ィ
ス

公
益
信
託
担
当


〇
三
（
六
七
〇
四
）
三
三
二
五
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【記念講演会】佐藤学学習院大学

文学部教授・東京大学名誉教授

【記念講演会】中川武夫所長による

報告「研究所のあゆみ」

【記念式典】下村博文文部科学大

臣、遠藤利明自由民主党教育再生

実行本部長ら来賓と吉田理事長

【記念式典】下村文部科学大臣から

中川所長に日私教研への感謝状贈呈

【記念祝賀会】歴代文部科学大臣経験

者（自民党国会議員）、文部科学事務

次官ら幹部、私学団体代表らが出席

創
立
５０
周
年
記
念
講
演
会

・
式
典
・
祝
賀
会
を
開
催

一
般
財
団
法
人
日
本
私
学
教
育

研
究
所
は
１２
月
２
日
、
創
立
５０
周

年
記
念
講
演
会
・
式
典
・
祝
賀
会

（
文
部
科
学
省
後
援
）
を
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
開
催
し
、
都
道

府
県
私
学
協
会
・
日
私
教
研
役
員

等
、
文
部
科
学
省
政
務
三
役
・
幹

部
職
員
、
自
由
民
主
党
文
教
関
係

国
会
議
員
ら
が
多
数
出
席
し
た
。

記
念
講
演
会
に
は
１
０
０
余
名

が
集
い
、
国
内
外
の
授
業
研
究
と

学
校
改
革
に
取
り
組
み
「
学
び
の

共
同
体
」
を
提
唱
す
る
佐
藤
学
氏

（
学
習
院
大
学
文
学
部
教
授
・
東
京

大
学
名
誉
教
授
）を
講
師
に
迎
え
、

「
質
の
高
い
学
び
の
創
造
」と
題
し

て
、
２１
世
紀
の
社
会
が
教
育
に
要

請
す
る
新
時
代
の
中
高
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
と
日
本
の
高

校
が
直
面
す
る
厳
し
い
現
実
と
課

題
に
言
及
。
世
界
各
国
で
の
学
び

の
共
同
体
の
展
開
を
紹
介
し
、
２１

世
紀
型
の
学
校
改
革
、
生
徒
の
協

同
的
な
学
び
、
教
師
同
士
が
学
び

合
う
学
び
の
共
同
体
の
重
要
性
を

指
摘
。「
子
ど
も
は
一
人
で
は
学
べ

な
い
。
仲
閒
と
学
び
合
い
支
え
合

っ
て
、
教
師
の
手
を
借
り
な
が
ら

よ
り
高
い
レ
ベ
ル
に
挑
戦
し
な
け

れ
ば
質
は
上
が
ら
な
い
。
教
員
の

修
士
レ
ベ
ル
標
準
化
、
次
期
学
習

指
導
要
領
改
訂
に
お
け
る
教
育
内

容
高
度
化
は
欠
か
せ
な
い
。
教
師

の
本
懐
は
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
幸

せ
に
な
る
こ
と
だ
。
授
業
と
学
び

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
達
成
さ
れ

る
質
の
高
い
学
び
の
創
造
に
よ
っ

て
希
望
を
持
ち
、
粛
々
と
学
校
改

革
を
前
進
さ
せ
よ
う
」と
説
い
た
。

中
川
武
夫
日
私
教
研
所
長
は
、

昭
和
３８
年
創
設
か
ら
半
世
紀
に
亘

る
「
研
究
所
の
あ
ゆ
み
」
を
ス
ラ

イ
ド
シ
ョ
ー
で
報
告
し
た
。

記
念
式
典
で
は
１
３
０
余
名
が

参
列
す
る
中
、
吉
田
晋
理
事
長
は

式
辞
で
「
私
学
の
教
育
は
現
在
と

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
行

わ
れ
る
。
彼
ら
を
指
導
し
育
む
教

職
員
が
よ
り
良
い
教
育
を
実
践
す

る
こ
と
が
私
学
教
育
の
原
点
だ
。

日
私
教
研
は
そ
の
実
現
と
教
職
員

の
資
質
能
力
向
上
の
為
、
不
断
の

努
力
を
重
ね
て
い
く
」
と
決
意
を

述
べ
た
。

来
賓
の
下
村
博
文
文
部
科
学
大

臣
は
、
祝
辞
の
中
で
「
教
育
再
生

は
安
倍
内
閣
に
お
け
る
最
重
要
課

題
の
一
つ
で
、
し
っ
か
り
と
し
た

教
育
は
未
来
に
対
す
る
先
行
投
資

だ
。
教
育
再
生
実
行
会
議
の
提
言

を
基
に
制
度
設
計
を
進
め
る
中
央

教
育
審
議
会
メ
ン
バ
ー
の
吉
田
晋

理
事
長
を
通
し
て
私
学
関
係
者
の

声
を
反
映
し
て
い
き
た
い
。
国
の

根
幹
を
形
成
す
る
教
育
は
最
重
要

政
策
で
あ
り
、
改
革
を
進
め
る
上

で
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
多
様
な

人
材
養
成
と
特
色
あ
る
教
育
を
展

開
し
、
公
教
育
の
一
翼
を
担
う
私

学
の
役
割
は
極
め
て
重
要
だ
。
学

校
教
育
の
更
な
る
充
実
を
図
る
た

め
に
教
員
の
指
導
力
向
上
は
欠
か

せ
な
い
課
題
で
、
私
学
教
育
を
側

面
か
ら
支
え
、
重
要
な
役
割
を
果

た
す
日
私
教
研
に
大
き
く
期
待
し

て
い
る
」
と
述
べ
た
。
自
由
民
主

党
か
ら
遠
藤
利
明
党
教
育
再
生
実

行
本
部
長
が
祝
辞
を
披
露
し
、
薗

浦
健
太
郎
衆
議
院
議
員
が
紹
介
さ

れ
た
。

続
い
て
、
日
私
教
研
に
対
し
て

文
部
科
学
大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
、
下
村
文
部
科
学
大
臣
か
ら
受

賞
団
体
を
代
表
し
て
中
川
所
長
が

感
謝
状
を
拝
受
、
謝
辞
を
述
べ

た
。

記
念
祝
賀
会
に
は
２
５
０
名
が

出
席
。
来
賓
の
山
中
伸
一
文
部
科

学
事
務
次
官
、
私
学
団
体
を
代
表

し
清
家
篤
全
私
学
連
合
代
表
、
河

田
悌
一
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共

済
事
業
団
理
事
長
、
増
田
壽
男
一

般
財
団
法
人
私
学
研
修
福
祉
会
理

事
長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
披
露
し

た
。
自
由
民
主
党
文
教
関
係
国
会

議
員
を
代
表
し
て
河
村
建
夫
衆
議

院
議
員
、
義
家
弘
介
衆
議
院
議
員

が
挨
拶
し
、
渡
海
紀
三
朗
衆
議
院

議
員
、
塩
谷
立
衆
議
院
議
員
、
文

部
科
学
省
よ
り
上
野
通
子
大
臣
政

務
官
ら
省
幹
部
職
員
が
紹
介
さ
れ

た
。
近
藤
彰
郎
全
国
私
立
学
校
審

議
会
連
合
会
会
長
・
中
高
連
副
会

長
に
よ
る
乾
杯
を
機
に
祝
宴
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
参
会
者
が
懇
親
・

交
流
を
図
っ
た
。
会
は
藤
野
利
夫

横
須
賀
学
院
中
学
高
校
校
長
に
よ

る
万
歳
三
唱
に
よ
り
盛
会
裡
に
終

了
し
た
。

創
立
５０
周
年
記
念
誌
「
研
究
所

の
あ
ゆ
み
」
は
来
年
２
月
末
頃
刊

行
し
関
係
者
及
び
全
国
の
私
立
小

・
中
・
高
校
等
へ
配
布
の
予
定
。

委
託
研
究
員
研
究
報
告
会

聴
講
受
付
中

２６
年
３
月
８
日
・
１５
日
／
東
京

・
九
段
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
（
私
学
関

係
者
無
料
）

２６
年
度
委
託
研
究
員
募
集
中

２６
年
２
月
１５
日
締
切
・
約
３０
名

（
私
学
教
育
実
践
研
究
を
行
う
私

立
中
・
高
・
中
等
教
育
学
校
、
私

立
中
高
併
設
小
学
校
専
任
教
職
員

対
象
）

日日
私私
教教
研研
だだ
よよ
りり

募
集
要
項
・
応
募
書
類
は

日
私
教
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
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